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川
辺
川
と
雨
宮
の
森
（
熊
本
県
相
良
村
）

相良村を縦貫する川辺川は、国土交
通省の水質調査で７年連続日本一
を誇る。そうそうと流れる空色の清
流が田圃を潤し、早苗を育む。写真
奥は雨宮神社を抱く雨宮の森。「三
産（しゃんしゃん）くぐり」と呼ばれ
る巨石のトンネルがあり、くぐると
「幸せを産む」「安産」「金を産む」
といったご利益を授かるという。

今
か
ら
15
年
前
、
岩
手
県
遠
野
市
の
道
の
駅

「
遠
野
風
の
丘
」
に
、
地
域
の
女
性
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
「
あ
や
お
り
夢
を
咲
か
せ
る
女
性
の
会

（
以
下
「
女
性
の
会
」）」
が
、「
夢
咲
き
茶
屋
」

を
開
店
し
た
。
そ
ば
と
お
に
ぎ
り
と
だ
ん
ご
の

店
で
あ
る
。
女
性
た
ち
は
寝
食
を
忘
れ
る
ほ
ど

働
き
、
初
年
度
に
い
き
な
り
二
千
五
百
万
円
の

売
り
上
げ
を
達
成
し
た
。
慰
労
会
に
招
か
れ
た

市
の
職
員
は
、
会
場
に
お
年
寄
り
や
子
供
た
ち

が
大
勢
集
ま
っ
て
い
る
情
景
に
驚
い
た
。
聞
け

ば
慰
労
会
は
自
分
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
で
は

な
く
、
事
業
に
打
ち
込
む
あ
ま
り
不
便
な
思
い

を
さ
せ
た
家
族
の
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な

ん
と
い
う
心
配
り
で
あ
ろ
う
か
。

遠
野
市
西
部
の
綾
織
地
区
は
、
6
0
0
戸
ほ

ど
の
農
村
集
落
で
あ
る
。
こ
こ
で
20
年
前
に
立

ち
上
が
っ
た
「
女
性
の
会
」
は
、
当
初
の
夢
語

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
確
認
さ
れ
た
活
動
の
目

標
を
軸
に
、
農
村
環
境
の
改
善
、
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
、女
性
の
活
動
支
援
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
、様
々

な
分
野
で
し
な
や
か
で
力
強
い
活
動
を
続
け
て

き
た
。会
の
活
動
が
最
初
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、

市
役
所
に
働
き
か
け
て
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
の
公

衆
ト
イ
レ
を
実
現
さ
せ
た
時
で
あ
る
。
女
性
な

ら
で
は
の
発
想
が
共
感
を
呼
び
、
会
は
地
域
社

会
に
認
め
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

夢
咲
き
茶
屋
や
北
東
北
3
県
の
「
な
べ
な
べ
サ

ミ
ッ
ト
」を
成
功
さ
せ
、天
皇
杯
を
は
じ
め
様
々

な
地
域
づ
く
り
の
賞
を
受
賞
し
て
き
た
。
現
在

は
30
代
か
ら
80
代
ま
で
、32
名
の
会
員
に
よ
り
、

農
村
活
性
化
に
活
躍
中
で
あ
る
。

夢
咲
き
茶
屋
は
地
産
地
消
と
健
康
に
配
慮
し

た
食
事
を
提
供
し
、
今
も
来
訪
者
、
地
域
住
民

に
大
き
な
支
持
を
得
て
い
る
。
ま
た
子
育
て
優

先
の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
型
職
場
と
し
て
若

い
女
性
も
雇
用
し
、
世
代
間
の
交
流
や
伝
統
的

食
文
化
の
継
承
に
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い

る
。
現
在
は
2
号
店
の
「
結ゆ

う

和わ

」
を
開
店
し
、

活
動
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ

う
し
た
成
功
の
中
で
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
菊
池
ナ

ヨ
さ
ん
は
、
会
の
基
本
精
神
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
と
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
と
O
G
み
ん
な
で
温

泉
旅
行
に
行
き
、
活
動
の
心
を
語
り
合
う
機
会

を
持
つ
こ
と
に
し
た
そ
う
で
あ
る
。
素
晴
ら
し

い
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
、
文
字
通
り
人
の
心
の
美

し
い
綾
織
が
み
ら
れ
る
里
の
物
語
で
あ
る
。

地
方
財
政
白
書
に
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れ
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政 策

2
0
1
4
年
度
は
、
歳
入
・
歳
出

と
も
前
年
度
比
を
下
回
る

白
書
に
よ
る
と
、
平
成
24
年
度
（
2
0

1
2
年
度
）
の
地
方
財
政
に
お
け
る
歳
入

は
99
兆
8
、
4
2
9
億
円
（
前
年
度
比

0
・
2
％
減
）、
歳
出
は
96
兆
4
、
1
8

6
億
円
（
前
年
度
比
0
・
6
％
減
）
で
あ
っ

た
。2

0
1
2
年
は
平
均
株
価
が
1
万
3
9

5
円
で
あ
り
、
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
前

年
の
8
千
4
5
5
円
を
上
回
る
と
は
い

え
、
ま
だ
ま
だ
景
気
は
停
滞
し
て
お
り
、

地
方
財
政
に
お
け
る
歳
入
も
、
前
年
を
下

回
っ
て
い
る
。

ま
た
地
方
財
政
の
健
康
マ
ー
カ
ー
と
も

い
え
る
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担

比
率
は
次
の
と
お
り
。

・
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
赤
字
比
率
は
、
普
通
会
計
（
一
般

会
計
と
特
別
会
計
の
合
計
。
公
営
事
業
会

計
を
除
く
）
の
赤
字
の
割
合
を
示
す
。
2

0
1
1
年
度
に
は
市
区
町
村
で
2
団
体
の

赤
字
が
あ
っ
た
が
、
2
0
1
2
年
度
は
ゼ

ロ
と
な
っ
た
。

ま
た
、
病
院
や
上
下
水
道
、
国
民
健
康

保
健
、
介
護
保
健
な
ど
の
公
営
事
業
会
計

を
連
結
さ
せ
た
連
結
実
質
赤
字
比
率
で

は
、
赤
字
団
体
は
市
区
町
村
で
7
団
体

だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
に
比
べ
る
と

2
団
体
の
減
少
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
財

政
の
黄
色
信
号
で
あ
る
「
早
期
健
全
化
基

準
」（
都
道
府
県
は
8
・
75
％
の
赤
字
、

市
区
町
村
は
16
・
25
〜
20
％
の
赤
字
）
を

超
え
る
団
体
は
な
か
っ
た
。

ち
な
み
に
、
財
政
の
赤
信
号
と
い
え
る

「
財
政
再
生
基
準
」
の
連
結
赤
字
比
率
は
、

都
道
府
県
は
15
％
、
市
町
村
は
30
％
で
あ

る
。

・
実
質
公
債
費
比
率

財
政
に
占
め
る
地
方
債
の
元
利
償
還
金

等
の
割
合
を
示
す
数
字
で
、
都
道
府
県
の

平
均
値
は
13
・
7
％
、
市
町
村
は
9
・

2
％
だ
っ
た
。

「
早
期
健
全
化
基
準
」
は
25
％
と
さ
れ

て
い
る
が
該
当
団
体
は
な
し
。
し
か
し
、

35
％
と
さ
れ
て
い
る
「
財
政
再
生
基
準
」

を
超
え
る
も
の
は
1
団
体
あ
っ
た
（
北
海

道
夕
張
市
）。

・
将
来
負
担
比
率

借
入
金
や
、
将
来
の
負
担
金
が
財
政
に

占
め
る
割
合
を
示
す
。
都
道
府
県
の
平
均

は
2
1
0
・
5
％
、
市
区
町
村
は
60
・

0
％
で
あ
っ
た
。

「
早
期
健
全
化
基
準
」
は
、
都
道
府
県

及
び
政
令
市
4
0
0
％
、
市
区
町
村
3
5

0
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
超
え
た
団
体
が

2
つ
あ
っ
た
（
北
海
道
夕
張
市
、
大
阪
府

泉
佐
野
市
）

ま
た
、こ
の
指
標
に
「
財
政
再
生
基
準
」

は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

地
方
財
政
の
支
出
は
経
済
活
動
に

役
立
っ
て
い
る

地
方
財
政
が
、
ど
れ
だ
け
日
本
国
の
経

済
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
か
は
、
ど
れ
だ

け
支
出
し
て
い
る
か
で
も
計
る
こ
と
が
で

き
る
。
経
済
学
で
は
、
生
産
、
分
配
、
支

出
の
3
数
字
は
等
し
く
な
る
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
国
内
総
生
産
と
国
内
総
支
出
は

等
し
く
な
る
。
そ
こ
で
、
地
方
財
政
の
支

出
額
が
国
内
総
支
出
額
に
占
め
る
割
合

は
、
国
内
総
生
産
額
に
占
め
る
地
方
の
割

合
に
等
し
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
0
1
2
年
度
の
国
内
総
支
出
額
は
4

7
2
兆
5
、
9
6
5
億
円
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
こ
れ
は
国
内
総
生
産
額
で
あ
り
、

我
が
国
の
1
年
の
稼
ぎ
で
あ
る
。

そ
の
内
訳
は
、
民
間
部
門
の
支
出
が

77
・
2
％
、
政
府
部
門
（
中
央
政
府
、
地

方
政
府
、
社
会
保
障
基
金
）
が
25
・
0
％

で
あ
る
。政
府
部
門
を
さ
ら
に
分
け
る
と
、

中
央
政
府
が
4
・
6
％
、
地
方
政
府
が

11
・
6
％
、
社
会
保
障
基
金
が
8
・
8
％

と
な
る
。
つ
ま
り
、
国
の
経
済
活
動
に
占

め
る
割
合
は
、
地
方
政
府
が
中
央
政
府
の

約
2
・
5
倍
に
も
な
る
。

＊ 

民
間
部
門
77
・
2
％
と
政
府
部
門
25
・

　

2
0
1
4
年
3
月
、
平
成
26
年
版
「
地
方
財
政
の
状
況
」、
い
わ
ゆ
る

地
方
財
政
白
書
が
発
表
さ
れ
た
。
内
容
は
平
成
24
年
度
決
算
を
分
析
す
る

も
の
で
、
地
方
財
政
の
健
康
マ
ー
カ
ー
と
い
え
る
連
結
実
質
赤
字
に
チ
ェ

ッ
ク
が
入
っ
た
の
は
7
市
区
町
村
。
同
じ
く
実
質
公
債
費
比
率
が
基
準
値

を
超
え
た
の
が
1
市
。
将
来
負
担
比
率
が
基
準
値
を
超
え
た
の
が
2
市
で

あ
っ
た
。

平成26年 4 月14日　2第2876号

政
　
策

解
　
説

地
方
財
政
白
書
に
見
る
地
方
財
政
の
姿

　
　
　
　〜
平
成
26
年
版
「
地
方
財
政
の
状
況
」
発
表
〜



町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

政 策

0
％
を
合
算
す
る
と
、
1
0
2
・
2
％

と
1
0
0
％
を
超
え
る
が
、
こ
れ
は
生

産
額
の
2
・
2
％
が
純
輸
出
と
し
て
海

外
に
出
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
関
連
の
歳
入
・

歳
出
が
大
き
く
増
え
た

2
0
1
2
年
度
地
方
財
政
の
歳
入
、
歳

出
で
は
、
東
日
本
大
震
災
関
連
の
金
額
が

大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
大
災
害
の

翌
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
と
言

え
よ
う
。

通
常
収
支
分
で
の
歳
入
は
93
兆
8
、
3

4
0
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
1
・

3
％
減
と
な
っ
た
。
税
収
や
地
方
債
の
収

入
は
増
え
た
が
、
国
庫
支
出
金
や
繰
入
金

な
ど
が
減
少
し
た
た
め
、
全
体
と
し
て
は

減
収
と
な
っ
た
。

歳
出
は
、
91
兆
9
8
7
億
円
で
、
前
年

度
比
1
・
5
％
減
。
ほ
と
ん
ど
の
経
費
が

削
減
さ
れ
た
中
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ

る
被
害
が
相
次
ぎ
、
災
害
復
旧
事
業
費
が

前
年
度
比
43
・
8
％
増
加
し
て
い
る
の
が

目
立
つ
。

い
っ
ぽ
う
東
日
本
大
震
災
分
の
歳
入
は

6
兆
89
億
円
で
、
前
年
度
比
19
・
4
％
増
。

地
方
債
や
東
日
本
大
震
災
復
興
関
連
基
金

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
が
増
加
の
理
由
で
あ

る
。東

日
本
大
震
災
分
の
歳
出
は
、5
兆
3
、

1
9
8
億
円
で
、
前
年
度
比
18
・
5
％
増
。

人
件
費
、
建
設
事
業
費
、
復
旧
事
業
費
、

被
災
地
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
事
業
等
の

物
件
費
が
増
え
た
。

経
常
収
支
比
率
で
見
る

自
治
体
の
台
所
事
情

一
般
家
計
で
は
、
し
ば
し
ば
「
エ
ン
ゲ

ル
係
数
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
。
消
費
支

出
総
額
に
占
め
る
食
料
費
の
割
合
で
、
こ

れ
が
高
い
程
、
生
活
水
準
が
低
い
と
さ
れ

て
い
る
。

団
体
に
お
け
る
経
常
収
支
比
率
は
「
エ

ン
ゲ
ル
係
数
」
に
似
て
お
り
、
毎
年
必
ず

必
要
と
な
る
経
費
が
一
般
財
源
に
占
め
る

割
合
を
示
す
。
言
わ
ば
、
自
治
体
の
台
所

事
情
を
表
す
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
2
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
、

92
・
7
％
で
前
年
度
比
0
・
1
％
上
昇
し

た
。団

体
別
に
見
る
と
、
80
％
未
満
の
豊
か

な
市
町
村
は
2
4
1
団
体
あ
り
、
市
町
村

全
体
の
14
・
0
％
を
占
め
る
。
80
％
以
上

90
％
未
満
に
な
る
と
、
3
都
道
府
県
（
都

道
府
県
全
体
の
6
・
4
％
）
と
8
8
4
市

町
村
（
市
町
村
全
体
の
51
・
4
％
）
が
該

当
し
、
市
町
村
の
65
％
は
こ
こ
ま
で
に
入

る
。
都
道
府
県
の
大
半
は
、
90
％
以
上
1

0
0
％
未
満
で
43
都
道
府
県
で
あ
る
。

ま
た
、
1
0
0
％
以
上
、
つ
ま
り
必
要

最
低
限
の
経
費
を
収
入
で
ま
か
な
え
な
い

団
体
も
、
都
道
府
県
で
1
団
体
、
市
町
村

ғᴾ ᴾ ᴾ Ўᴾ ঺࠯ ᵐᵒ ᴾࡇ࠰

ನᴾ ᴾ ᴾ ᴾ঺ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ比ᴾ

ί׎ϋዮဃငᵆ支Јͨᵇ

ᾌᵏᵎᵎὸᴾ
ί૎ࡅᢿᧉᾌᵏᵎᵎὸᴾ

ϋዮဃငί支Јͨὸᴾ׎ ᵒᵕᵐ Ϋ ᵓᵊᵗᵔᵓ Εόᴾ ᵏᵎᵎᵌᵎᵃᴾ ᵋᴾ

ᴾ ൟ᧓ᢿᧉᴾ ᵑᵔᵒ Ϋ ᵕᵊᵗᵖᵒ Εόᴾ ᴾ ᵕᵕᵌᵐᵃᴾ ᵋᴾ

ᴾ ૎ࡅᢿᧉᴾ ᵏᵏᵖ Ϋ ᵏᵊᵐᵑᵑ Εόᴾ ᴾ ᵐᵓᵌᵎᵃᴾ ᵏᵎᵎᵌᵎᵃᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾᵃᵑᵌᵖᵏᴾᴾᵃᵔᵌᵒᴾᴾᴾόΕᵏᵕᵔᵊᵔΫᵏᵐᴾࡅ૎ځɶ

ᴾ ᴾࡅ૎૾ע ᵓᵓ Ϋᴾ ᴾ ᴾ ᵖᵎ Εόᴾ ᴾ ᵏᵏᵌᵔᵃᴾ ᴾ ᵒᵔᵌᵔᵃᴾ

ᴾ ᅈ˟̬ᨦؕ᣿ᴾ ᵒᵏ Ϋ ᵒᵊᵒᵖᵑ Εόᴾ ᴾ ᴾ ᵖᵌᵖᵃᴾ ᴾ ᵑᵓᵌᵏᵃᴾ

ᴾ ᝠᝣὉἇὊἥἋỉኝ᠞Јᴾ Ṵᵏᵎ Ϋ ᵑᵊᵐᵓᵐ Εόᴾ Ṵᵐᵌᵐᵃᴾ ᵋᴾ

㻌

（ὀ）䠍㻌 㻌 䛂ᅜẸ⤒῭ィ⟬☜ሗ䛃（ෆ㛶ᗓ）䜢䜒䛸䛻సᡂ䛧䛶䛔䜛䚹㻌

䠎㻌 㻌 ᅜෆ⥲⏕⏘（ᨭฟഃ）䛾䛖䛱䛾ᨻᗓ㒊㛛䛻䛿䚸ᢇຓ㈝ཬ䜃බമ㈝➼䛾௜ຍ౯್䛾ቑຍ䜢క䜟䛺䛔⤒㈝䛿
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政 策

で
25
団
体
存
在
す
る
。

意
味
が
異
な
る
公
営
企
業
会
計
の

経
常
収
支
比
率

地
方
公
営
企
業
の
会
計
で
は
、
経
常
収

支
比
率
は
、
経
常
費
用
に
対
す
る
経
常
収

益
の
割
合
を
表
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
場

合
は
、
数
字
が
大
き
い
ほ
う
が
採
算
が

合
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
全
体
を
平
均

す
る
と
、
地
方
公
営
企
業
は
12
年
連
続
で

黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
経
常
収
支
比
率
も

10
年
連
続
で
1
0
0
％
を
上
回
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
細
部
を
見
る
と
、
1
割
以

上
の
事
業
で
は
赤
字
が
生
じ
て
い
る
。

危
機
対
応
モ
ー
ド
か
ら

平
時
モ
ー
ド
へ

す
で
に
2
0
1
3
年
末
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
2
0
1
4
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
、

白
書
は
触
れ
て
い
る
。

国
は
、
景
気
回
復
の
動
き
を
持
続
的
な

経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
産
業
競

争
力
強
化
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
積

極
的
活
用
、
政
策
資
源
の
重
点
配
分
を
行

う
。
ま
た
、
4
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
後

も
景
気
が
底
冷
え
し
な
い
よ
う
に
、
対
策

を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
財
政
健
全
化

も
視
野
に
い
れ
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た

基
礎
的
財
政
収
支
に
お
い
て
2
0
1
5
年

度
ま
で
に
赤
字
を
半
減
さ
せ
（
2
0
1
0

年
度
と
の
比
較
）、
2
0
2
0
年
度
ま
で

に
黒
字
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
と

財
政
健
全
化
と
の
両
立
を
め
ざ
し
た
予
算

編
成
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
聖
域
な
し
で
経
費
等
の
見

直
し
を
行
っ
た
上
で
、
経
済
成
長
に
資
す

る
政
策
の
重
点
化
を
図
っ
た
。

そ
し
て
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、「
危

機
対
応
モ
ー
ド
か
ら
平
時
モ
ー
ド
へ
の
切

り
替
え
」
が
う
な
が
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
危
機
に
対
応
す

る
財
政
か
ら
、
経
済
再
生
後
の
財
政
に
切

り
替
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般

財
源
の
総
額
に
つ
い
て
は
2
0
1
3
年
度

地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
さ
れ
る
。

ま
た
地
域
活
性
化
の
た
め
、
地
方
交
付

税
の
見
直
し
も
進
め
る
。
さ
ら
に
、
広
域

連
携
や
広
域
で
の
機
能
分
担
な
ど
を
進
め

る
た
め
に
、
財
政
に
お
い
て
も
自
治
体
間

の
柔
軟
な
連
携
を
可
能
に
す
る
仕
組
み
を

検
討
。
地
方
公
会
計
の
整
備
を
い
っ
そ
う

す
す
め
る
。

2
0
1
4
年
度
は
「
地
域
の
元
気

創
造
事
業
費
」
が
計
上
さ
れ
る

ま
た
、
2
0
1
4
年
度
地
方
公
共
団
体

の
歳
入
歳
出
総
額
の
見
込
に
つ
い
て
も
触

れ
て
お
り
、
通
常
収
支
分
に
つ
い
て
の
特

記
事
項
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・ 

地
方
税
制
に
つ
い
て
は
、
地
方
法
人
税

を
創
設
し
、地
方
交
付
税
原
資
と
す
る
。

・ 

地
方
財
源
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
建
設

地
方
債
な
ど
を
発
行
し
て
も
不
足
分
が

あ
る
場
合
は
、
国
と
地
方
が
折
半
し
て

負
担
。
地
方
負
担
分
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
に
よ
り
補
填
措
置
を
講
じ
、
元
利

償
還
金
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全

額
を
後
年
度
地
方
交
付
税
の
基
準
財
政

需
要
額
に
算
入
す
る
。

・ 

地
域
経
済
の
活
性
化
等
に
つ
い
て
は
、

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
費
の
計
上
。
地

域
の
元
気
創
造
事
業
費
の
計
上
。
社
会

保
障
の
充
実
に
伴
う
地
方
負
担
に
つ
い

て
所
要
の
財
政
措
置
を
講
じ
る
。

総
務
省
は
2
0
1
3
年
度
「
地
域
の
元

気
創
造
本
部
」
を
設
置
し
、
総
務
大
臣
が

本
部
長
に
就
任
し
た
。
お
金
（
金
融
庁
）

と
知
恵
（
有
識
者
会
議
）
と
連
携
し
な
が

ら
、
各
自
治
体
が
地
域
の
特
性
に
合
っ
た

産
業
を
創
出
す
る
た
め
の
戦
略
を
構
築
す

る
。
地
域
が
元
気
を
出
し
、
人
・
モ
ノ
・

カ
ネ
を
動
か
し
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を

全
国
各
地
か
ら
起
こ
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
。

財
政
再
建
に
は
、
増
収
に
つ
な
が
る
経

済
の
活
性
化
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

㻥㻞㻚㻤

㻥㻟㻚㻤

㻥㻜㻚㻡

㻥㻞㻚㻢

㻥㻞㻚㻣

㻤㻥

㻥㻝

㻥㻟

㻥㻡

㻞㻜 㻞㻝 㻞㻞 㻞㻟 㻞㻠

（％）

（年度）

〈経常収支比率〉

㻝㻞㻚㻟

㻝㻞㻚㻝 㻝㻞㻚㻜
㻝㻝㻚㻤

㻝㻝㻚㻟

㻝㻜㻚㻜

㻝㻝㻚㻜

㻝㻞㻚㻜

㻝㻟㻚㻜

㻞㻜 㻞㻝 㻞㻞 㻞㻟 㻞㻠

（％）

（年度）

〈実質公債費比率〉
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動 

機

下
北
山
村
は
、
近
畿
の
屋
根
と
言
わ
れ
て

い
る
大
峰
山
系
「
大
台
ヶ
原
山
」
の
南
麓
に

位
置
す
る
小
さ
な
山
村
で
す
。

こ
の
周
辺
一
帯
は
日
本
で
も
最
多
雨
地
帯

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
年
間
総
雨
量
は
2

5
0
0
ミ
リ
か
ら
多
い
年
に
は
4
5
0
0
ミ

リ
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
30
年
代
に
は
、
こ
の
豊
か
な
水
源
を

利
用
す
べ
く
北
山
川
本
流
に
は
電
源
開
発
の

た
め
の
ダ
ム
や
、
52
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

る
規
模
の
発
電
所
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
関

西
を
中
心
と
す
る
都
市
部
の
高
度
経
済
成
長

に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

池
原
ダ
ム
だ
け
で
も
8
8
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
余

り
の
土
地
や
集
落
を
水
没
さ
せ
た
代
償
は
地

域
に
と
っ
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
元
利
用
と
い
う
面
で
も
地
域
へ
の

貢
献
は
少
な
く
、
こ
れ
ら
一
連
の
事
業
に
よ

り
山
村
は
大
き
く
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
奈
良
県
の
山
村
に
残
さ

れ
た
未
利
用
水
資
源
を
活
用
し
て
発
電
所
を

建
設
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
元
で
利
用

し
て
地
域
活
性
化
の
た
め
の
事
業
が
出
来
な

い
か
と
、「
奈
良
県
小
水
力
発
電
開
発
研
究

会
」
が
発
足
し
た
の
は
、
い
ま
か
ら
30
年
前

の
1
9
8
4
年
7
月
の
こ
と
で
す
。

奈良県

Ｎ

下北山村

△ 

下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

現地レポート 地域資源を活かした活性化策

〜
自
家
用
水
力
発
電
へ
の
取
り
組
み「
小
又
川
発
電
所
」〜

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
利
活
用

下し
も

北き
た

山や
ま

村む
ら

奈
良
県
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経
緯

（
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
林
業
活

性
化
へ
の
期
待
）

奈
良
県
及
び
県
森
林
組
合
連
合
会
、
県
下

の
七
つ
の
村
と
森
林
組
合
が
こ
れ
に
加
わ

り
、
二
箇
所
（
後
に
三
箇
所
）
で
河
川
流
量

デ
ー
タ
を
得
る
た
め
の
測
水
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
一
箇
所
が
小
又
川
発
電
所

（
下
北
山
村
）
で
す
。

こ
の
計
画
に
森
林
組
合
関
係
団
体
が
加

わ
っ
た
の
は
、
長
引
く
林
業
不
況
の
中
で
、

必
要
な
森
林
の
手
入
れ
に
資
金
を
投
じ
る
森

林
所
有
者
が
減
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

事
業
で
収
益
が
上
が
っ
た
ら
す
べ
て
山
に
投

資
す
る
、
つ
ま
り
遅
れ
が
ち
な
森
林
の
手
入

れ
に
発
電
に
よ
る
収
益
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
森

を
育
て
水
源
涵
養
を
図
る
、
そ
こ
で
生
み
出

さ
れ
た
水
を
利
用
し
て
発
電
す
る
。
と
い
う

循
環
シ
ス
テ
ム
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
言
う
林
業
活
性
化
へ
の
期
待
が
あ
っ

た
か
ら
な
の
で
す
。

発
電
に
関
し
て
は
素
人
集
団
で
あ
り
、
当

初
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
頼
り
な
が
ら
発
電

に
関
す
る
知
識
の
取
得
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
中
国
地
方
の
小
水
力
発
電
所

の
視
察
な
ど
を
重
ね
た
り
す
る
う
ち
に
、

徐
々
に
こ
れ
は
事
業
と
し
て
成
立
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

中
国
地
方
で
は
、
戦
後
10
年
〜
15
年
位
の

間
に
建
設
さ
れ
た
小
さ
な
流
れ
込
み
式
の
発

電
所
が
今
も
運
転
さ
れ
、
地
元
電
力
会
社
の

配
電
線
に
接
続
し
て
売
電
さ
れ
て
い
た
の
で

す
。こ

れ
な
ら
ば
、
奈
良
県
で
も
可
能
で
は
な

い
か
、
開
発
地
点
は
沢
山
あ
る
ぞ
と
い
う
思

い
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
、
そ
の
後
下
北
山
村
が
建

設
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
小
又
川
発
電

所
の
、
水
利
権
を
始
め
と
す
る
「
許
認
可
事

務
」
や
電
力
会
社
と
の
「
売
電
交
渉
」
の
難

し
さ
、
ま
た
完
成
ま
で
に
9
年
余
の
歳
月
が

か
か
る
と
は
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
言

え
ま
す
。

取
り
組
み
の
内
容

（
売
電
交
渉
始
ま
る
）

奈
良
県
小
水
力
発
電
開
発
研
究
会
が
発
足

し
た
年
の
12
月
、
関
西
電
力
と
の
間
に
第
1

回
目
の
売
電
交
渉
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
水

力
発
電
に
限
ら
ず
発
電
事
業
は
、
発
生
し
た

電
力
を
蓄
え
ら
れ
な
い
の
で
、
す
べ
て
自
家

消
費
す
る
か
、
電
力
会
社
に
全
部
買
っ
て
も

ら
う
か
、
或
い
は
自
家
消
費
し
た
う
え
で
残

り
の
余
剰
電
力
を
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
前

提
に
な
り
ま
す
。

下
北
山
村
の
場
合
、
電
源
開
発
㈱
の
池
原

ダ
ム
建
設
時
に
下
流
に
廃
河
川
敷
が
残
置
と

し
て
残
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
整
備
し
て
作
っ

た
「
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」
が
あ
り
、
こ

の
公
園
施
設
に
自
家
供
給
・
自
家
消
費
を
し
、

余
剰
電
力
を
関
西
電
力
に
売
電
す
る
方
向
で

話
し
合
い
に
入
り
ま
し
た
。

売
ろ
う
と
す
る
方
も
、
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
電
力
会
社
も
初
め

て
の
こ
と
で
、
お
互
い
手
探
り
の
状
態
が
続

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

何
よ
り
も
技
術
的
に
大
丈
夫
な
の
か
、
本

当
に
発
電
所
を
作
る
気
が
あ
る
か
と
い
う
心

配
が
電
力
会
社
に
は
あ
り
、
小
さ
な
発
電
量

の
た
め
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
も
無
い
と
い
う

状
況
の
も
と
で
は
、「
出
来
れ
ば
計
画
を
断

念
し
て
ほ
し
い
」
と
言
う
の
が
偽
ら
ざ
る
心

境
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

こ
の
後
、
十
数
回
に
お
よ
ぶ
交
渉
や
検
討

会
で
い
ろ
い
ろ
と
買
電

の
た
め
の
条
件
を
提
示

し
て
き
ま
し
た
。

主
な
条
件
と
は
、
電

気
の
質
を
落
と
さ
な
い

こ
と
、
配
電
線
の
つ
な

ぎ
込
み
に
要
す
る
費
用

の
全
額
負
担
、
安
全
確

保
の
た
め
の
設
備
増

設
、
売
電
単
価
の
上
限

設
定
な
ど
で
す
。

こ
れ
に
は
、
発
電
機

の
機
種
変
更
、
費
用
の

負
担
承
諾
、
補
助
金
導

入
な
ど
で
条
件
を
ク
リ

ア
ー
す
る
こ
と
と
し
て

交
渉
を
進
め
る
一
方
、

こ
の
間
に
、
建
設
省
・

通
産
省
等
に
事
業
認

可
、
農
林
水
産
省
に
補

助
対
象
事
業
と
し
て
の

認
定
に
つ
い
て
の
陳
情

を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
87
年
あ
る
程
度
の
具
体
的
計
画

が
煮
詰
ま
っ
た
の
を
待
っ
て
、
い
よ
い
よ
水

利
権
な
ど
の
事
前
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

（
水
利
用
の
壁
）

発
電
出
力
の
計
算
の
た
め
に
は
、
10
ヶ
年

間
の
流
量
測
定
デ
ー
タ
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
近
隣
の
測
水
所
の
過
去
の
測
水

記
録
が
あ
れ
ば
実
測
デ
ー
タ
と
の
相
関
関
係

で
補
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
の
た
め
、
電△

 
発電所全景と放水口
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源
開
発
株
式
会
社
の
流
量
資
料
の
提
供
を
受

け
て
取
水
量
や
発
電
出
力
を
検
討
し
ま
し

た
。一

方
発
生
し
た
電
力
を
自
家
消
費
し
て
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
余
剰
売
電

の
承
諾
を
得
や
す
く
す
る
た
め
に
も
売
電
単

価
を
低
く
押
さ
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、

経
費
を
か
け
な
い
で
施
設
を
完
成
さ
せ
ら
れ

な
い
か
と
い
う
検
討
が
大
切
で
す
。

鳥
取
県
、
広
島
県
等
の
小
水
力
発
電
所
で

は
、
既
設
の
堰
堤
を
利
用
し
て
取
水
、
既
設

の
農
業
用
水
路
で
導
水
し
て
流
れ
込
み
式
の

発
電
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
小
又
川
発
電
所

計
画
地
点
は
こ
の
条
件
に
も
当
て
は
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

上
流
に
砂
防
ダ
ム
及
び
副
堰
堤
が
あ
り
、

こ
の
副
堰
堤
を
利
用
し
て
の
取
水
が
容
易
と

思
わ
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
谷
に
は
、

取
水
予
定
地
点
か
ら
放
水
予
定
地
点
ま
で
の

間
に
二
つ
の
滝
が
あ
り
落
差
が
稼
げ
る
こ

と
、
他
に
水
利
の
利
用
者
が
無
い
こ
と
、
取

水
地
点
も
放
水
地
点
も
同
じ
渓
流
で
あ
り
、

環
境
へ
の
影
響
も
少
な
い
こ
と
な
ど
い
く
つ

か
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
打
ち
合

わ
せ
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
れ
は
容
易
な
ら

ざ
る
事
業
で
あ
る
、
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

建
設
省
（
現
、
国
土
交
通
省
）
に
副
堰
堤

か
ら
の
取
水
を
申
請
す
る
た
め
に
は
、
出
先

機
関
の
近
畿
地
方
建
設
局（
当
時
＝
以
後「
近

畿
地
建
」
と
い
う
。）
に
事
前
協
議
を
行
い

ま
す
。
当
時
は
こ
の
程
度
の
規
模
の
計
画
な

ら
ば
、
近
畿
地
建
で
の
技
術
審
査
に
よ
り
容

易
に
国
へ
の
許
可
申
請
が
進
む
だ
ろ
う
。
と

い
う
よ
う
な
お
話
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
希
望
的
観
測
に
す
ぎ

ま
せ
ん
で
し
た
。
近
畿
地
建
の
出
先
機
関
の

工
事
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
し
た
計
画
図

書
は
、
近
畿
地
建
各
課
で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
が
加
え
ら
れ
て
完
成
し
ま
す
。
こ

の
書
類
や
図
面
が
国
（
建
設
省
）
に
送
ら
れ

て
、
そ
の
後
書
類
手
続
き
だ
け
で
す
ぐ
に
許

可
が
出
る
の
か
と
思
い
き
や
、
砂
防
施
設
の

利
用
や
取
水
施
設
の
安
定
計
算
に
つ
い
て

は
、
本
省
河
川
部
砂
防
課
が
、
維
持
流
量
の

検
討
・
水
利
権
の
申
請
に
つ
い
て
は
水
政
課

が
、
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
専
門
部
署
に
わ
た
っ

て
詳
し
く
内
容
を
検
討
し
て
く
れ
る
の
で

す
。そ

し
て
小
さ
な
河
川
（
谷
）
で
あ
っ
て
も

一
級
河
川
に
指
定
の
う
え
で
水
利
権
を
申
請

す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
河
川
指
定
の
申
請

書
類
づ
く
り
に
数
ヶ
月
と
、
あ
っ
と
言
う
間

に
一
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
技

術
的
に
は
本
省
砂
防
課
の
指
示
で
「（
財
）

砂
防
地
す
べ
り
技
術
セ
ン
タ
ー
」
の
審
査
が

条
件
と
な
り
現
地
調
査
や
検
討
結
果
の
報
告

会
な
ど
業
務
が
加
わ
り
何
度
も
上
京
し
ま
し

た
。そ

し
て
技
術
セ
ン
タ
ー
の
検
討
結
果
を
も

と
に
、「
小
又
川
砂
防
ダ
ム
利
用
審
査
会
が

都
内
で
開
か
れ
、
そ
こ
で
技
術
的
及
び
管
理

上
砂
防
ダ
ム
の
利
用
に
支
障
な
し
と
認
め
ら

れ
、
や
れ
や
れ
と
思
い
き
や
、
6
ヶ
月
ほ
ど

後
に
な
っ
て
、
取
水
堤
の
安
定
計
算
に
つ
い

て
は
、
砂
防
堰
堤
に
求
め
ら
れ
る
技
術
に
よ

る
の
で
は
な
く
、
河
川
構
造
物
と
し
て
の
堰

堤
と
し
て
必
要
な
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
再
度
計
算
を
し
直
す
こ
と
。
そ
の
た
め

に
は
、
更
に
地
質
調
査
（
ボ
ー
リ
ン
グ
）
を

行
う
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
出
て
く
る
の
で

す
。そ

の
結
果
、
こ
の
新
た
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
へ
の
業
務
の
委
託
、
成
果
品
の
河
川
構
造

物
と
し
て
の
堰
堤
の
規
模
に
驚
き
、
そ
れ
を

基
に
ま
た
土
木
工
事
費
用
の
再
積
算
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
間
、
ま
た
6
ヶ
月
く
ら
い
か

か
り
ま
す
。
同
じ
建
設
省
河
川
局
の
中
で
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
又
川
発
電
所
は
当
初
、
豊
水
時
の
水
量

を
見
込
ん
最
高
時
に
は
4
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト

く
ら
い
の
発
電
が
で
き
る
設
備
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
が
、
補
助
金
の
関
係
、
水
量
の
安
定

性
、
自
家
消
費
電
力
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
検
討
し
た
結
果
98
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
規
模
と

決
定
し
ま
し
た
。

電
力
会
社
か
ら
見
れ
ば
、
オ
モ
チ
ャ
と
感

じ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
当
時
は
1
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超

え
る
発
電
所
に
な
る
と
、
更
に
電
源
開
発
調

整
審
議
会
（
電
調
審
）
に
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
以
上
い

ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
重
な
り
計
画
が
遅
れ
る

こ
と
に
な
る
と
、
事
業
を
進
め
る
事
に
村
議

会
が
疑
問
を
感
じ
中
に
は
撤
退
を
提
案
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う

な
る
と
こ
れ
ま
で
に
投
資
し
た
調
整
費
や
交

渉
な
ど
に
要
し
た
費
用
、
あ
る
い
は
情
報
・

知
識
ま
で
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
今
後
こ
の
よ
う
な
、
モ
デ
ル
的
事
業

を
立
ち
上
げ
る
意
欲
ま
で
失
い
か
ね
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
、
実
情
を
踏
ま
え
て
98
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
出
力
で
行
こ
う
と
決
ま
り
ま
し

た
。現

在
2
0
1
3
年
に
は
国
土
交
通
省
も
最

大
1
0
0
0
kW
未
満
の
小
水
力
発
電
に
つ
い

て
は
許
可
手
続
き
の
簡
素
化
、
円
滑
化
を
進

め
る
方
針
と
な
り
水
利
使
用
の
許
可
権
限
が

知
事
に
移
譲
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
感
想

と
し
て
は
、
小
さ
な
発
電
所
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
土
木
施
設
も
発
電
関
係
施
設
も
、
立
派

な
物
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
我
国
で
は
、
1

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
発
電
所
も
30
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ク
ラ
ス
の
発
電
も
殆
ど
同
じ
よ
う

△

 発
電
機
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な
手
続
き
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
感
想
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

と
も
か
く
、
大
変
な
条
件
を
ク
リ
ア
ー
し

奈
良
県
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
多
く
の

方
々
の
力
を
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、
小
又
川

発
電
所
は
農
林
水
産
省
に
よ
り
山
村
振
興
対

策
事
業
の
特
認
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
総
建

設
費
約
3
億
3
千
万
円
で
国
・
県
補
助
金
約

70
％
を
受
け
1
9
9
3
年
3
月
完
成
、
同
年

9
月
か
ら
発
電
を
開
始
し
た
の
で
す
。

現
状
と
今
後
の
課
題

運
転
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
概
ね
順
調
に
運

転
が
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
渓
流
の
規
模

が
小
さ
い
ゆ
え
に
年
間
発
電
量
は
天
候
に
大

き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
通
年
発
電
が
出
来
た

年
の
平
均
発
電
量
は
約
60
万
kWh
、
事
業
効
果

と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
収
益
は
約
6
5
0
万

円
、
自
家
消
費
率
は
約
70
％
、
維
持
管
理
費

は
約
4
0
0
万
円
と
地
域
住
民
の
憩
い
と
雇

用
の
場
で
あ
る
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
施
設

の
運
営
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
電
の
長
期
停
止
は
2
回
あ
り
、
2
0
0

4
年
相
次
い
だ
台
風
に
よ
り
取
水
施
設
が
壊

れ
、
放
水
口
が
大
量
に
河
川
に
流
出
し
た
土

砂
に
よ
り
埋
没
し
、
一
時
的
に
発
電
所
内
部

も
浸
水
を
し
、
8
ヶ
月
に
わ
た
り
運
転
が
出

来
な
い
状
況
と
な
っ
た
他
、
運
転
開
始
よ
り

18
年
目
の
2
0
1
1
年
8
月
、
小
又
川
発
電

所
は
原
因
不
明
の
停
止
を
し
発
電
が
出
来
な

く
な
り
ま
し
た
。
後
の
調
査
に
よ
り
発
電
制

御
を
司
る
一
部
の
重
要
な
部
品
の
故
障
と
判

明
し
ま
し
た
が
経
年
変
化
に
よ
る
劣
化
で

す
。18

年
前
建
設
時
に
携
わ
っ
た
小
水
力
発
電

メ
ー
カ
ー
は
経
営
悪
化
に
よ
り
既
に
精
算
さ

れ
存
在
せ
ず
、
新
た
な
企
業
の
も
と
一
日
で

も
早
い
再
起
動
に
向
け
て
修
繕
に
取
り
組
む

事
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
修
繕
に
は
結
果
19
ヶ
月
を
要
し

ま
し
た
。
発
注
準
備
を
合
わ
せ
工
事
に
要
し

た
期
間
は
9
ヶ
月
で
し
た
が
、
脆
弱
な
村
財

政
が
ゆ
え
、
修
繕
に
要
す
る
最
も
有
利
な
資

金
の
確
保
の
為
に
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。
た
と
え
故
障
部
分
の
機
器
が
一
新
さ

れ
た
と
し
て
も
、
他
の
機
器
が
問
題
な
く
再

起
動
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

停
止
を
し
て
い
て
も
必
要
な
費
用
は
発
生

し
ま
す
。
心
配
を
募
ら
せ
ま
し
た
が
漸
く
開

所
か
ら
20
年
を
迎
え
た
2
0
1
3
年
3
月
約

3
千
万
円
の
工
事
費
に
よ
り
運
転
の
再
開
に

こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

過
去
の
制
御
機
器
は
ア
ナ
ロ
グ
機
器
で
し

た
が
、
修
繕
後
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
試
験

調
整
か
ら
発
電
を
伴
う
試
運
転
ま
で
の
機
器

の
状
況
や
安
全
な
運
転
を
段
階
を
追
っ
て
ス

ム
ー
ズ
に
管
理
出
来
て
い
る
様
子
が
20
年
の

間
の
技
術
の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。し
か
し
、

逆
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
寿
命
は
一
般
的
に
短

く
10
年
程
度
で
、
以
前
の
機
器
の
寿
命
は
ア

ナ
ロ
グ
機
器
だ
っ
た
が
ゆ
え
に
18
年
動
き
続

け
た
の
で
あ
ろ
う
と
聞
か
さ
れ
複
雑
な
思
い

を
抱
き
ま
し
た
。

修
繕
に
た
ず
さ
わ
っ
た
企
業
で
は
農
業
用

水
を
利
用
し
自
社
が
管
理
運
営
す
る
1
0
0

0
kW
級
の
発
電
所
の
建
設
に
も
着
手
し
て
い

る
と
の
事
で
、
数
十
キ
ロ
の
水
力
発
電
機
器

の
製
造
も
手
が
け
た
が
、
一
般
論
で
言
え
ば

小
水
力
で
あ
っ
て
も
1
0
0
0
kW
級
の
発
電

が
出
来
な
い
と
企
業
と
し
て
取
り
組
む
う
ま

味
が
生
じ
な
い
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。当
時
、

あ
ら
ゆ
る
条
件
を
乗
り
越
え
て
規
模
決
定
し

た
小
又
川
発
電
所
で
は
あ
り
ま
す
が
発
電
規

模
の
小
さ
さ
か
ら
運
転
に
よ
り
生
み
出
さ
れ

る
収
益
が
、
今
後
運
転
を
継
続
し
続
け
る
為

の
機
器
設
備
の
更
新
に
対
応
出
来
る
の
か
将

来
へ
の
課
題
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

運
転
開
始
か
ら
の
20
年
で
国
内
の
電
力
諸

事
情
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
特
に
2
0

1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
は
、
原
発
依

存
の
体
制
か
ら
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
小
又
川
発
電
所
は
発
電
開

始
後
20
年
を
過
ぎ
て
い
る
事
で
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
恩
恵
に
は
あ
ず
か
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
数
あ
る
中
小
河
川
の
水
を
利

用
し
た
小
水
力
発
電
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

下
北
山
村　

産
業
建
設
課

△

 取
水
施
設

△
 

制
御
機
器
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『
都
市
問
題
』
公
開
講
座
は
、
公
益
財
団

法
人
後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所

（
旧
・
財
団
法
人
東
京
市
政
調
査
会
）
の
発

行
す
る
月
刊
誌
『
都
市
問
題
』
の
特
集
な
ど

か
ら
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
を
選
び
開
催
し

て
い
ま
す
。

第
38
回
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
り
、

「『
足
』
を
守
る
―
地
域
公
共
交
通
の
将
来
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

【
開
催
趣
旨
】

大
都
市
圏
以
外
の
地
域
に
お
け
る
公
共
交

通
は
、
人
口
の
過
疎
化
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
衰
退
し
、
と
り
わ
け
高
齢

者
の
「
移
動
の
権
利
」
を
脅
か
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
高
齢
化
は
今
後
大
都
市
圏
に
お

い
て
急
速
に
進
行
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
い
わ
ば
、
日
本
全
体
に
わ
た
っ
て
大
量

の
「
移
動
弱
者
」
の
出
現
が
危
惧
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
の
2
0
1
3
年
12
月
、
交

通
政
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
。
自
治
体
は

市
民
の
「
足
」
を
守
る
た
め
に
、
持
続
可
能

な
地
域
公
共
交
通
を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い

く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

1
、
日
　
時

2
0
1
4
年
6
月
21
日
（
土
）

13
：
30
〜
16
：
30

2
、
場
　
所

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー　

10
階
ホ
ー
ル

（
〒
1
0
0

－

0
0
1
1
東
京
都
千
代
田
区

内
幸
町
2

－

2

－

1
）

3
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
基
調
講
演
〉

原 　
　

武
史
氏
（
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部

教
授
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

市
川　

嘉
一
氏
（
日
本
経
済
新
聞
社
記
者
）

幸
山　

政
史
氏
（
熊
本
市
長
）

望 

月　

正
彦
氏
（
三
陸
鉄
道
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
）

若 

菜　

千
穂
氏
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
い

わ
て
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
常
務
理

事
）

新 

藤　

宗
幸
（
後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市

研
究
所
研
究
担
当
常
務
理
事
）＜

司
会＞

4
、
参
加
費
：
無
料

5
、
参
加
申
込
み

後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.tim
r.or.jp)

か

ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

6
、
申
込
み
期
限

2
0
1
4
年
6
月
18
日
（
水
）

※ 

満
席
と
な
り
し
だ
い
受
付
を
終
了
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所　

研究室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
3－

3
5
9
1－

1
2
6
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
3－

3
5
9
1－

1
2
7
9

「
足
」を
守
る
―
地
域
公
共
交
通
の
将
来

（
公
財
）後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所（
旧
・
東
京
市
政
調
査
会
）

第38回
『都市問題』
公開講座
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セ
ン
タ
ー
が
蓄
積
し
て
き
た
セ
ミ
ナ
ー
開

催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
地
域
づ
く
り
に

関
心
が
あ
る
人
々
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
地
方
の
成
功
モ
デ
ル
を
構
築
し

た
複
数
の
講
師
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
も

と
、
土
・
日
曜
日
に
し
か
出
席
で
き
な
い
参

加
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
東
京
等
に
お
い
て

集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
年
8
回
開
催
し
ま
す
。
第

1
回
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル 

仕
事
の
流
儀
」
に
出
演
し
た
木
村
俊
昭
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
ま
す
。
全
国
の
皆
様
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
1
回
概
要

【
日
　
程
】
2
0
1
4
年
6
月
7
日
（
土
）

12
：
30
〜
8
日
（
日
）
12
：
30

【
テ
ー
マ
】「
元
ス
ー
パ
ー
公
務
員
」
感
動
と

感
謝
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
者
・
木
村
俊

昭
と
青
年
会
議
所
・
熱
い
経
営
者
と
の

コ
ラ
ボ
に
よ
る
地
域
活
性
化
成
功
例

【
受
講
料
】
3
万
円
（
大
学
生
1
万
円
）

　

研
修
会
場
ま
で
の
旅
費
、
宿
泊
料
、
飲
食

代
な
ど
は
受
講
者
各
自
の
負
担

【
会
　
場
】
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
2－

3－

4
日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
13
階
）

【
対
象
者
】
市
町
村
長
、
自
治
体
職
員
、
地

方
議
会
議
員
、
地
域
活
性
化
に
熱
意
の

あ
る
方
。
大
学
生
も
参
加
可
能

【
受
講
人
員
】
最
低
催
行
人
員
15
人
、
最
大

定
員
50
人
程
度

【
応
募
締
切
】
5
月
7
日
（
水
）
必
着

※
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（〝
地
域
づ
く
り
百
科
〞
で
検
索
）

第
2
回
以
降
の
予
定
（[

　]

内
は
仮
題
）

◇
8
月
2
日
・
3
日[

や
ね
だ
ん
東
京]

◇
9

月
6
日
・
7
日[

コ
ラ
ボ
グ
ラ
ン
プ
リ＜

6

次
産
業
化＞

の
羽
根
拓
也
氏
と
高
知
市
・
下

関
市
の
成
功
事
例]

◇
10
月
4
日
・
5
日
※

木
村
俊
昭
氏
を
講
師
に
迎
え
、
内
容
は
検
討

中[

小
樽
の
活
性
化
な
ど]

◇
11
月
で
調
整
中

※
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
斉
藤
俊
幸
氏

を
講
師
に
迎
え
、
内
容
は
検
討
中
◇
2
0
1

5
年
1
月
24
日
・
25
日[
里
山
資
本
主
義
の

藻
谷
浩
介
氏
と
そ
の
実
践
者
た
ち]

◇
2
月

7
日
・
8
日[

や
ね
だ
ん
東
京
塾]
◇
2
月
21

日
・
22
日[

「
え
が
お
つ
な
げ
て
」
の
曽
根

原
久
司
氏
と
企
業
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
農
村
活

性
化

【
お
問
い
合
わ
せ
】

 

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
事
業
室
（
担
当
：
前
神
、
長
門
）

（
電　
　

話
）
0
3

－

5
2
0
2

－

6
1
3
4

（
Ｅ
メ
ー
ル
）creative@

jcrd.jp

地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る

土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

参加者
募　集

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
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随 想

随随

想想

【
町
の
概
要
・
歴
史
】

日
本
列
島
南
北
に
約
3
、
0
0
0
㎞
、
6

8
5
2
も
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
海

洋
島
し
ょ
国
で
す
。
有
人
島
で
最
も
南
の
島

を
有
す
る
の
が
竹
富
町
で
、
16
の
島
々
（
9

つ
の
有
人
島
・
7
つ
の
無
人
島
）
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
陸
域
面
積
の
3
3
4
㎢
は

県
内
41
市
町
村
中
最
大
で
あ
り
、
サ
ン
ゴ
礁

海
域
を
含
め
る
と
6
3
0
㎢
と
な
り
ま
す
。

人
口
約
4
、
0
0
0
人
の
、
個
性
豊
か
で
魅

力
あ
ふ
れ
る
、
日
本
最
南
端
の
自
然
・
文
化
・

人
が
共
生
す
る
町
で
す
。

大
正
3
年
に
一
つ
で
あ
っ
た
八
重
山
村
か

ら
分
村
。
村
役
場
を
竹
富
島
に
置
き
村
政
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
経
済
の
中
心
地
、
現

石
垣
市
と
町
内
島
々
の
海
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
構
築
さ
れ
る
も
、
町
の
島
々
間
の
海
上

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
難
し
く
、
大
正
14
年
に
は

石
垣
市
に
出
張
所
を
開
設
。
昭
和
13
年
に
は

石
垣
島
に
役
場
を
移
転
し
、
今
年
76
年
目
に

な
り
ま
す
。
終
戦
後
、
昭
和
23
年
に
人
口

9
、
0
0
0
人
余
に
膨
れ
上
が
り
、
竹
富
村

か
ら
竹
富
町
と
な
り
ま
し
た
。
村
政
34
年
、

町
政
66
年
、
今
年
自
治
体
施
行
1
0
0
年
の

佳
節
と
な
り
ま
す
。

【
特
異
性
】

本
町
を
訪
れ
る
人
々
は
町
役
場
が
他
自
治

体
（
石
垣
市
）
に
あ
る
こ
と
に
一
様
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
す
。
本
庁
舎
内
で
働
く
職
員
は
全

て
石
垣
市
民
で
、
職
員
が
納
め
る
住
民
税
は

竹
富
町
に
入
り
ま
せ
ん
。
そ
の
額
、
約
1
、

2
0
0
万
円
で
あ
り
、
市
に
納
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
町
長
、
町
議
員
へ
の
投
票
権

は
無
く
、
市
の
代
表
を
選
ぶ
権
利
を
有
し
て

い
ま
す
。
飛
躍
的
に
住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
が

向
上
し
、
港
湾
、
道
路
、
通
信
、
電
気
、
水

道
、
教
育
施
設
、
そ
の
他
公
的
施
設
等
が
一

定
水
準
確
保
で
き
て
い
る
現
在
、
本
来
の
あ

る
べ
き
姿
に
戻
そ
う
と
、
町
内
へ
の
役
場
移

転
計
画
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
、
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
学
校
を
合
理
化
す
る
こ
と
は
物
理
的
に

無
理
で
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て
13
校
（
約
3
5

0
人
）
と
、
他
自
治
体
と
比
較
し
て
多
い
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。
義
務
教
育
ま
で
し
か
な
く
、

進
学
の
際
に
は
15
歳
で
親
元
を
離
れ
、
早
い
一

人
立
ち
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
焼
却
炉
6
基
、
急
患
ヘ
リ
ポ
ー

ト
7
ヵ
所
、
給
水
の
た
め
の
海
底
送
水
管
、

水
源
地
取
水
堰
（
複
数
）
確
保
等
も
、
他
で

は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
事
例
だ
と
思
い
ま

す
。
合
理
化
が
難
し
い
こ
と
か
ら
町
財
政
運

営
は
常
に
厳
し
さ
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
北
と
南
の
絆
】

北
海
道
の
斜
里
町
と
竹
富
町
は
姉
妹
町
で

す
。
昭
和
48
年
1
月
10
日
、
国
立
公
園
が
と

り
持
つ
縁
で
盟
約
を
結
び
、
41
年
目
に
な
り

ま
す
。
町
民
間
、
職
員
間
、
児
童
生
徒
の
交

流
、
物
産
、
文
化
等
、
様
々
な
交
流
を
通
じ

て
両
町
の
絆
・
友
情
・
友
好
を
深
め
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

両
町
の
発
展
は
も
ち
ろ
ん
、
人
類
生
存
の
基

盤
と
も
言
う
べ
き
自
然
保
護
の
高
揚
に
寄
与

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
斜

里
町
に
は
す
で
に
世
界
自
然
遺
産
（
知
床
半

島
）
が
あ
り
、
大
い
に
参
考
と
し
、
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
世
界
自
然
遺
産
登
録
】

世
界
に
誇
れ
る
雄
大
な
自
然
と
生
物
多
様

性
の
宝
庫
と
し
て
、類
ま
れ
な
価
値
と
保
全
・

保
護
が
評
価
さ
れ
、平
成
26
年
1
月
「
奄
美
・

琉
球
」世
界
自
然
遺
産
登
録
候
補
地
と
し
て
、

西
表
島
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

「
今
世
紀
最
大
の
発
見
」（
1
9
6
7
年
）
と

言
わ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
国
の
特
別

天
然
記
念
物
で
あ
る
「
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ

コ
」
や
「
カ
ン
ム
リ
ワ
シ
」
等
、
そ
の
他
多

く
の
、
極
め
て
貴
重
で
多
様
な
生
物
が
生
息

し
て
お
り
、
亜
熱
帯
の
豊
か
な
生
態
系
が
保

た
れ
て
い
ま
す
。

西
表
島
以
外
の
島
々
も
、
国
立
公
園
化
を

実
現
し
、
保
全
・
保
護
地
域
と
併
せ
て
本
町

の
島
々
の
自
然
が
将
来
に
亘
っ
て
守
ら
れ
活

か
さ
れ
、
人
と
の
共
生
に
繋
が
る
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

【
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
島
　々

日
本
の
秘
境
町
へ
】

長
い
歴
史
の
中
で
、
先
人
た
ち
が
人
と
自

然
と
文
化
の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
営
々
と
築

き
上
げ
て
き
た
の
が
現
在
の
竹
富
町
で
す
。

一
つ
の
島
の
例
と
し
て
昔
な
が
ら
の
伝
統
的

な
赤
瓦
の
ま
ち
な
み
を
今
に
残
す
竹
富
島

は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
集
落
内
は
赤
瓦
、
板

壁
、
石
積
み
、
白
砂
の
道
路
等
、
真
に
島
の

誇
り
と
個
性
が
き
ら
め
く
「
ら
し
さ
」
創
出

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
の
島
々
も
個
性
で

輝
い
て
お
り
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
島
々
の
集

合
体
が
本
町
の
特
性
で
す
。

こ
の
よ
う
に
多
様
で
魅
力
あ
る
景
観
資
源

を
町
民
共
通
の
財
産
と
し
て
、
現
在
及
び
将

来
、
町
民
が
「
維
持
・
継
承
・
発
展
」
さ
せ
、

最
大
限
に
活
か
し
て
い
く
た
め
、
平
成
25
年

6
月
に
景
観
条
例
を
制
定
し
、
景
観
計
画
を

立
て
ま
し
た
。「
ま
も
る
」「
そ
だ
て
る
」「
お

さ
め
る
」
を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
景
観

づ
く
り
・
町
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
さ
に
日
本
の
秘
境
地
「
ふ
る
さ

と
」
づ
く
り
を
最
南
端
の
町
か
ら
。

【
日
本
初
の
海
洋
基
本
計
画
】

本
町
は
す
べ
て
海
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
隔
て
の
海
を
結
び
の
海
へ
」
が
町
民
の
合

言
葉
で
あ
り
ま
す
。
海
は
、
漁
業
だ
け
で
は

な
く
多
種
多
様
な
海
洋
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を

創
出
し
て
お
り
、
本
町
の
魅
力
あ
る
重
要
な

資
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
毎
年
押
し
寄
せ
る
海
岸
漂
着
物

は
白
い
砂
浜
を
汚
し
、
美
し
い
海
岸
線
を
損

な
い
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
産
卵
の
た
め

上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
始
め
と
し
て
、
そ
の

他
の
生
態
系
に
も
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
て

お
り
ま
す
。
海
洋
環
境
の
保
全
・
海
洋
の
安

全
の
確
保
・
海
岸
線
の
総
合
管
理
、
離
島
の

保
全
等
が
海
洋
基
本
法
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
一
自
治
体
で
は
難
題
な
課
題
を
類
似
自

治
体
と
共
有
し
、
ま
た
は
県
・
国
と
も
連
携

し
て
海
を
保
全
し
最
大
限
活
か
そ
う
と
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
23
の
施
策
項
目
を
立
て

事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

結
び
に
、「
自
然
・
景
観
・
文
化
・
歴
史
・

島
人
」が
本
町
の
町
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
重
要
な
財
産
、宝
で
す
。

そ
れ
ら
を
後
世
代
に
継
承
し
て
い
く
の
が
私

達
の
責
任
・
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
共

生
・
協
働
・
和
で
世
界
一
の
「
住
ん
で
よ
し
！

訪
れ
て
よ
し
！
」
の
故
郷
を
目
指
し
て
！

川か
わ

満み
つ

　栄え
い

長ち
ょ
う

沖
縄
県
竹た

け

富と
み

町
長

日
本
最
南
端
の
町 

竹
富
町


